
るためです。食料品のパッケージも魅力的だし、日用品や家具
などもそれぞれの国の特徴があって面白いものです。
　ところが、そんなときに「あ、これいい！」と思って手に取った
ものがMade in Japanであることが、結構な割合でありま
す。店頭で手に取ったものなので、使ってみての感想ではない
のですが、他の商品よりも「出来が良い」と感じさせられてしま
うのです。
　そんな時には何人かの伝統工芸の職人さんの顔が思い浮か
びます。京漆器の職人さんは「自動車の塗装は素晴らしい。自分
らの技術ではあんなに広い面積をあれだけ美しく仕上げるのは
とても無理や。あんな風に漆を塗りたい」と話しておられました。
　そして今、その方の工房では伝統的な道具類とともに、巨大
な塗装ブースとエアブラシが当たり前に並んでいます。
　また絞り染めのある職人さんは「師匠に、『丁寧に勝る技術無
し』って教えられたさかいな」と言われていました。
　他の国で見つけた魅力的なMade in Japanは工業製品で
はあるのですが、どうやら伝統工芸の職人さんのような「ていね
い」な仕事がその魅力を生み出しているのではないでしょうか。

学ぶ、保持する、体感する。
　当センターで支援している新工芸研究会は、様々な分野の伝
統工芸関連企業が集まり新たな京都工芸の創造につなげる研
究を行っています。ここ数年、ある製造業の企業と共に「次世代
コンセプトモデル」に取り組んできました。第1弾ではすでにあ
る現行商品を伝統工芸の技術で「加飾」。第2弾では工業製品で
使う「素材」はそのままに、それを伝統工芸の技術で加工し、「素
材の新しい可能性」を追求しました。
　この取り組みは主に企画・デザイン部門が中心となって進め
たプロジェクトですが、製造部門にとって、伝統工芸の「より美し
く見せるための工夫」、傷や汚れ、変質などの「変化することを
見越した配慮」といった職人の技術と心意気で実現されている
ものが素材の新しい可能性への気づきに繋がり、この企業では
伝統産業の技術や美意識を現代の加工技術ではどのように昇
華すればいいか真剣に考えているそうです。
　日本の工業製品には無意識のうちに日本人らしさがにじみ出
ていますが、他との競争の中で「安く、早く、簡単に」あるいは
「高性能・高品質」が重視され、次第に失われているように感じま
す。もう一度、工芸の中に長い年月をかけて蓄積されている、日
本人が感じる美しさ、上質さ、そしてそれを生み出す「ていねい
さ」を見つめ、思い出すことが必要に感じます。
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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 デザイン情報係　TEL：075-315-9506  E-mail：kikaku@kptc.jp
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工芸と工業
　工芸と工業、直感的には伝統的に昔から作られ使われてきた
もの、手作業で作られてきたものを「工芸」と呼び、機械生産、大
量生産により生み出されるものを「工業」と呼んで、対比的な使
い方をされることも多いようです。
　工芸という言葉を辞書で引くと概ね「実用品」「日常生活の用
に供されるもの」を作ること̶というような説明がなされてお
り、併せて「美的価値」という言葉が付されることが多いようで
す。また、誰もが無意識に「伝統」という修飾語を付してしまうこ
とからもわかるように、「昔からの技術・技法」「手工業的技術」と
いう意味も込められがちです。
　一方の工業は「原料を加工」して「価値ある生産物」を製造す
る「＝製造業」と説明されており、機械生産＝工業というわけでは
なく、実際には機械生産の工芸品もあるし、手作業が生み出す
工業製品もあり、その境界は曖昧ということがわかります。
　あえて区別するなら、昔から生活の中で使われていて、今も
作られているもので「美的価値」の評価が高いものが「工芸」と
言えるかもしれません。

工業製品の今
　20世紀後半、それまで卓越した技術力と性能で世界のプロ
ダクトをリードしてきた日本の工業製品は、優秀な技術者に対
するヘッドハンティングと大胆な設備導入を武器にその力を強
めてきたアジア諸国の猛追を受け、21世紀に入ると性能で追
いつかれ、価格で追い抜かれ、その競争力を失ってきました。
　早い段階でその兆候を感じていた企業も多くあり、前世紀終
盤から今世紀初頭にかけては「日本企業としてのアイデンティ
ティ」を模索する動きが各所で見られました。
　中でも注目されたのは19世紀後半にジャポニズムと呼ばれ
世界で高い評価を受けた日本美術であり、それに伴って広がっ
た工芸品です。しかし、「漆塗りの○○」や「伝統柄を使った○○」
といった伝統のイメージを現代のプロダクトに持ってくるに留
まり、これこそ新しいジャポニズムと呼べそうなものはなかなか
現れてはいません。

すでにある日本の良さ
　では、日本の工業製品の力は失われたのでしょうか。
　個人的な話ですが海外に行くととりあえず一度はその土地
のスーパーに足を運びます。各国にはその地の空気のようなも
のがあり、日常で使われている品物にはその国独特の魅力があ

　日本人の生活に根付き、日本の文化を支えてきた工芸の品々。ここには日本人の感性が選び、それを実現するために職人が磨い
てきた技術が結晶しています。
　日本の工業製品は20世紀後半、卓越した技術力と性能で世界のプロダクトをリードしてきました。しかし21世紀に入り、優れた加
工機械の普及・導入により、多くの分野で日本製品の優位性は失われています。そんな中、新しい価値を磨こうと、伝統工芸に用いら
れる表現や技術を追求し、工業製品に落とし込もうとする動きが出始めています。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基板技術課 材料評価係　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

　デジタルものづくりが一般化し、設計段階において行われる解析シミュレーションでは、使用する材料の機械的特性値の設定が必
要となります。近年では３Dプリンター成形材や複合材料など新たな材料の使用が広がり、それに付随する様々な測定ニーズに応え
るため、令和3年度JKA機械工業振興補助事業により「万能材料試験機（30kN）」を導入しました。
　この試験機では、引張試験・圧縮試験・曲げ試験といった試験が可能で、プラスチック・ゴム・繊維・金属など各種材料の強度試験、
製品の品質管理にご利用ください。

《今回の導入機器の特徴》

装置仕様
万能材料試験機 68TM-30E2F2型
（インストロンジャパン カンパニイリミテッド製）

性　能 ロードセル 30kN、1kN（精度±0.5％以内）
 試験速度 0.001 ～ 1,0００mm/min
 クロスヘッド移動量 1,605mm
 有効試験幅 947mm
 恒温槽温度範囲 －40℃ ～ ＋250℃
 T溝付き定盤 W700×D500mm

併せて様々な測定・解析に対応するため、次の機能も備えています。
・ 非接触式3次元ひずみ・変位測定システム　（3D-DIC）
 （Correlated Solutions製　VIC-3D）
・ ハイスピードカメラ （フォトロン製　FASTCAM Nova S6）

恒　温　槽 Ｔ溝付き定盤ビデオ伸び計

－40℃から＋250℃までの温度環
境下での試験が行えます。

本体フレームは、エクストラハイト・エク
ストラワイドの特注仕様です。

様々な形状の試験体を固定できる
ワイドな定盤を装備。
※個別の固定治具は、利用者でご
準備ください。

フィルムなど、接触式伸び計が使用
できないサンプルの伸び測定が可
能です。

プラスチック・ゴム・繊維・金属など各種材料の強度試験、製品の品質管理に

万能材料試験機（最大容量30ｋN）を導入しました機器紹介

導入機器の機能を紹介する３本の動画を配信しています。ぜひご視聴ください。
◇ 万能材料試験機本体 （映像制作：インストロンジャパン カンパニイリミテッド）
◇ 非接触式3次元ひずみ・変位測定システム（3D-DIC） （映像制作：（株）レーザー計測）
◇ ハイスピードカメラ （映像制作：（株）フォトロン）

企画連携課　福岡 崇

工芸×工業  「日本らしい」は普段の生活の中から生まれる
トレンド
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